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の調整が不完全なうちから「ない」部位を補完しようと

する傾向があるのに対し，チンパンジーは刺激をなぞる

など線を細かく方向づけできるが，刺激の線に集中する

傾向があり，「ない」部位を補って描くのが難しいこと

が明らかになった． 
 

2-1 テナガザルによる音の認知についての実験的研究 

小田亮（名古屋工大・工学）,  
松本晶子（沖縄大・人文） 
対応者：正高信男 

テナガザルのソングはノートと呼ばれる個々の発

声が組み合わされて構成されている．昨年度に引き続き，

旭山動物園の野外ケージにおいて飼育されているシロ

テテナガザル 4頭（オトナメスとその子供 3頭）に対し
て，伊豆シャボテン公園において録音した通常のソング

（S），ノートは同じだがノート間の間隔が倍のもの（D），
そして間隔が半分のもの（H）のそれぞれを再生し，反
応を録画したものを分析した． 

昨年度の分析対象としたのは，子供のうち最年長の

オス（長男：5歳）の行動であったが，今年度はその弟
（次男：3歳）の反応を新たに分析した．ソングを再生
中と再生後の，同じ時間のあいだの移動時間割合を分析

したところ，長男では Hの場合のみ，再生後に移動時
間が有意に多くなっていたのに対し，次男ではそのよう

な有意な変化がみられなかった．しかし，音の種類が変

わっても全体的な移動時間割合に有意な変化がないと

いう点は共通してみられた． 
長男と次男でソングへの反応に差が見られた原因

としては，年齢が関係している可能性が高い．テナガザ

ルが出自群を出て独立するのは 8～10歳といわれてお
り，歌への反応もこれに伴って高くなると考えられる．

5歳の長男は他個体の歌にある程度敏感であると考えら
れるが，次男はまだ性成熟にも達しておらず，歌への関

心が低いと考えられる． 
 

2-2 顕微切断法を用いた微小 Y染色体の解析 

田口尚弘（高知大・院・黒潮圏海洋科学） 
対応者：平井啓久 

染色体顕微切断法を使って，コモンマーモッセット

の Y染色体プローブの作製，および，ヨザルの X染色
体の部分プローブの作成に成功し，本年度，共同利用研

究会（流動部門中間評価発表会）にて報告した．コモン

マーモセットのY染色体プローブは FISHによる解析で，
ヘテロクロマチン領域の DNA塩基配列からなることが
推察された．この塩基配列を明らかにするため現在，ク

ローニングを行なっている．また，このプローブには，

同時に，テロメアー配列及びその付近のヘテロクロマチ

ンの存在も FISHで明らかとなっている．これらのプロ
ーブの塩基配列を明らかにするため TAクローニングを
施行した．現在，コモンマーモセットで 20個ほどのク
ローンを，アカゲザルで 30個，テナガザルで 10個を得
ており，シークエンス解析を行なっている．コモンマー

モセットの Y染色体プローブのクローニング後の塩基
配列解析で，イタチキツネザルと相同の塩基配列を確認

している．今後も，テナガザル，アカゲザル，コモンマ

ーモセットより得られた Y染色体特異的プローブから
ユニークなクローンを得るためクローニングを継続す

る．さらに，常染色体から，染色体顕微切断法により，

領域特異的プローブの採取を行なう． 
 

2-3 霊長類染色体の 3次元核内配置解析によるゲノム進
化と分子系統解析 

田辺秀之, 松井淳，千葉磨玲，永田妙子（総研
大・先導研・生命体） 
対応者：平井啓久 

本研究の目的は，霊長類の進化，種分化過程で生じ

た染色体再配列に関して，間期核の染色体テリトリーの

3次元核内配置からみた転座染色体生成機構を明らかに
することを目指している．今年度は，大型類人猿と旧世

界ザルに着目し，各種末梢血リンパ球および他の共同研

究者の協力により得た樹立培養細胞株を材料として，メ

タフェイズ染色体のチェックを行うとともに，3D細胞
核標本を作製し，一部の種においてミトコンドリア

DNAの全塩基配列を決定した．今回，3D細胞核標本の
作成に用いた種は以下である；ヒト，チンパンジー，ピ

グミーチンパンジー，ゴリラ，オランウータン，ボンネ

ットザル，ニホンザル，カニクイザル，マントヒヒ，ミ

ドリザル．ヒト 2番染色体短腕 2pおよび長腕 2q特異的
DNAプローブを用いた 3D-FISH法により，相対核内配
置の比較解析を行った結果，旧世界ザル各種では両ホモ

ログが互いに近接している頻度は比較的低い（約

40-50％）が，大型類人猿各種では少なくとも一組のヒ
ト 2p，2qの両ホモログ同士が互いに近接する頻度は平
均約 80％と高い値を示した．このことより，進化的な
染色体転座や再編成が生じている近縁種間での染色体

ホモログ領域は，互いに相対核内配置が近接する傾向を

示すものと考えられた． 
 

2-4 マカク属霊長類のMHCクラス Iおよびクラス I様
分子とその受容体遺伝子群の比較ゲノム解析 




